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   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
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   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
次式
【化１】

［式中、
ＲおよびＷは、場合によっては１、２、または３個の独立して選択されたアルキルまたは
アルコキシ基で置換されていてもよい、６～２０個の炭素原子を含む独立して選択された
アレーンであり、
Ｙは、存在しないか、またはＣ６～Ｃ２０アレーンであり、
式中、
Ｍ１およびＭ３は存在しても存在しなくてもよく、存在する場合は独立して下記の基から
選択され、
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【化２】

そして、Ｍ１およびＭ３は、＊印によって示された位置で、ノルボルネンまたはＲに結合
されており；
Ｒ１およびＲ２は任意に、独立して、Ｃ１～２０アルカンジイル、アルケンジイル、アル
キンジイル、またはアレーンジイル基から選択され；
そして存在しても存在しなくてもよいＭ２は、Ｃ１～２０アルカンジイル、アルケンジイ
ル、アルキンジイル、またはアレーンジイル基である］
によって表される化合物。
【請求項２】
次式の構造
【化３】

を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
次式の構造

【化４】

［式中、
存在しても存在しなくてもよいそれぞれのＲａ基は存在する場合は独立して、１個または
複数のＣ１～２０アルキルまたはアルコキシ基から選択され、そしてｘは整数の１、２、
または３である］
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を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
次式の構造
【化５】

［式中、
それぞれの存在しても存在しなくてもよいＲｂ基は存在する場合は独立して、１個または
複数のＣ１～２０アルキルまたはアルコキシ基から選択され、
そしてｘは整数の１、２、または３である］
を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
Ｍ３－Ｍ２－Ｍ１が、
【化６】

であり、ここでｚおよびｚ’が独立して選択された整数の０、１、２、３、４、５、６、
７、８、９、または１０である、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
ポリマーまたはコポリマーを調製するための方法であって、ａ）請求項１～５のいずれか
１項に記載の少なくとも１種のモノマー性化合物を開環メタセシス触媒と混合する工程、
およびｂ）前記混合物を重合させて、次式：
【化７】

の構造を有する少なくともいくつかのポリノルボルネニル繰り返し単位を含むポリマーを
形成させる工程、を含む方法。
【請求項７】
次式によって表されるポリマー：
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【化８】

［式中、
ＲおよびＷは、場合によっては１、２、または３個の独立して選択されたアルキルまたは
アルコキシ基で置換されていてもよい、６～２０個の炭素原子を含む独立して選択された
アレーンであり、
Ｙは、存在しないか、またはＣ６～Ｃ２０アレーンであり、
ｎは、５～２０００の整数であり、
式中、
Ｍ１およびＭ３は存在しても存在しなくてもよく、存在する場合は独立して下記の基から
選択され、
【化９】

そして、Ｍ１およびＭ３は、＊印によって示された位置で、ノルボルネンまたはＲに結合
されており；
Ｒ１およびＲ２は任意に、独立して、Ｃ１～２０アルカンジイル、アルケンジイル、アル
キンジイル、またはアレーンジイル基から選択され；
そして存在しても存在しなくてもよいＭ２は存在する場合は、Ｃ１～２０アルカンジイル
、アルケンジイル、アルキンジイル、またはアレーンジイル基である］
【請求項８】
　次式の構造：
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【化１０】

を有する、請求項７に記載のポリマー。
【請求項９】
次式の構造：
【化１１】

［式中、
それぞれの存在しても存在していなくてもよいＲａ基は存在する場合は独立して、１個ま
たは複数のＣ１～２０アルキルまたはアルコキシ基から選択され、そして
ｘは整数の１、２、または３である］
を有する、請求項７に記載のポリマー。
【請求項１０】
　次式の構造：
【化１２】

［式中、
それぞれの存在しても存在しなくてもよいＲｂ基は存在する場合は独立して、１個または
複数のＣ１～２０アルキルまたはアルコキシ基から選択され、そしてｘは整数の１、２、
または３である］
を有する、請求項７に記載のポリマー。
【請求項１１】



(6) JP 2011-509241 A5 2012.2.9

Ｍ３－Ｍ２－Ｍ１が、
【化１３】

であり、ここでｚおよびｚ’が独立して選択された整数の０、１、２、３、４、５、６、
７、８、９、または１０である、請求項７～１０のいずれか一項に記載のポリマー。
【請求項１２】
請求項７～１１のいずれか１項に記載の少なくとも１種のポリマーを含む、デバイス。
【請求項１３】
請求項７～１１のいずれか１項に記載のポリ（ノルボルネン）ホモポリマーまたはポリ（
ノルボルネン）コポリマー化合物を含む、有機エレクトロルミネセンスデバイス、電子輸
送層、または発光層。
【請求項１４】
以下のもの：

【化１４】

からなる群から選択される請求項１に記載の化合物。
【請求項１５】
以下のもの：
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【化１５】

およびそれらの混合物からなる群から選択される請求項７に記載の化合物。
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